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⾃⼰紹介

•⾦⼦康⾏（かねこやすゆき）

• 株式会社グローバルネットコア常務取締役
• 越後ネットワークオペレーターズグループ（ENOG） 運営委員
• 新潟県新潟市出⾝・在住
• 趣味は歌舞伎・⽂楽の鑑賞、薪割り、⽇本酒など
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これまでのあらすじ
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前々回（JANOG48）の振り返り
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「地域IX」の理想と現実

•地域内回線コストが⾼すぎる問題
• 県内都市間接続は⼤規模需要が少ない上に距離も⻑い
• 東京までの回線の⽅が県内向け回線より安いという実態

• 県内事業者の相互接続を促進するためには、
安価な通信回線が必要

• 改めて「地域情報ハイウェイ」の整備と
運⽤が必要なのでは？？
• コミュニティ形成と⼈材育成の場として
• 実証実験やインキュベーションの場として
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JANOG48 IXの現状と新たなる展開 -サステナブルなIXを⽬指して-
⾦⼦発表資料
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog48/newix/

地域情報ハイウェイ
の必要性
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置き換えれば
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IX・DC
通信回線
地域産業創造

地元企業・⼈材
技術コミュニティ
他地域との交流

⾃然・⽂化
⽣活時間
地産地消

地域経済資本 地域社会資本 地域環境資本

地域独⾃の魅⼒と⼈材を糾合することで活性化！
それを⽀援するためにこそ⾏政は投資を、企業は覚悟を・・・

モノへの
投資

⼈への
投資

環境への
投資

経済合理性
を乗り越える

地域の仕事は
地域でやる

独⾃の魅⼒を
⼤切にする

前々回（JANOG48）の振り返り
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JANOG48 IXの現状と新たなる展開 -サステナブルなIXを⽬指して-
⾦⼦発表資料
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog48/newix/

「鎌倉資本主義」
に学ぶ地域資本
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デジタル⽥園都市国家構想施策全体像
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デジタル⽥園都市国家構想実現会議第2回 若宮⼤⾂提出資料（抜粋）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai2/gijisidai.html

前回（JANOG49）の振り返り
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続・IXの現状と新たなる展開 -地域IXの展開と果たすべき役割-
⾦⼦発表資料
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog49/contix/

デジタル⽥園都市
国家構想とは
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なにが⾜らないのか？

•結局は国主導の⼀律的な施策に⾒える
• 特に「基盤整備」と「⼈材育成」はお役所的発想？
• 「課題解決の実装」の中⾝と進め⽅が極めて重要だが・・・

•実働部隊はどこに？その⽀援策は？
• 本当に必要なのは「地域⼈材・コミュニティ」の活性化では？
• 地域の⼈を「⾃発的」かつ「永続的」に動かす仕組みが必要
• ⼀過性の補助⾦・助成⾦では解決できない

13

前回（JANOG49）の振り返り
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続・IXの現状と新たなる展開 -地域IXの展開と果たすべき役割-
⾦⼦発表資料
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog49/contix/

施策に対する
コレジャナイ感
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地域IXは地域コミュニティである

•そもそもIXは「つながりあう場」
• ネットワークがつながりあい、トラフィックを交換する
• ⼈々がつながりあい、情報や情熱を交換し、ビジネスを⽣み出す

•地域IXは、それを地域単位で具現化するもの
• 地域の⼈々がつながり合い、⾼めあう
• 地域のために、地域の⼈が、地域の仕事をやる
• ISP事業者だけでなく、異業種間の交流も必要
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都会と地域の
交流はとても有⽤

ただし、⼀⽅的でなく
相互依存の関係
であるべき

前回（JANOG49）の振り返り
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地域コミュニティ
の重要性

続・IXの現状と新たなる展開 -地域IXの展開と果たすべき役割-
⾦⼦発表資料
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog49/contix/
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最近の⾝の回りの動向
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肌⾝に感じる周囲の変化

• ダイバーシティの拡⼤
• 新潟に住み続けながら、県外の企業に転職
• 県外の企業に働き続けながら、新潟に移住
• 複業・起業という選択肢と⽀援環境の充実

• 新たなコミュニティやエコシステムの誕⽣
• 若⼿キーパーソンの出現で状況が⼀気に変化
• リアルな交流や新しい社会のあり⽅を求める機運
• イノベーションを促進する「場所」「⼈」「コト」
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新たなワークスタイル
地域における多様性の増加

リアルな交流・刺激の渇望
共創コミュニティの発⽣
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エコシステムの成熟（スタートアップコミュニティの事例）
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起業家
ベンチャー経営者

経営者コミュニティ
経済団体

アントレプレナーシップ教育
（ゼミ、ラボ、⼤学院）起業家育成

⽀援サロン

ベンチャーキャピタル
アドバイザリー

地⽅⾃治体
各種外郭団体

イノベーション
オフィス

ビジネスコンテスト
ピッチイベント
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エコシステムの成熟（スタートアップコミュニティの事例）
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起業家
ベンチャー経営者

経営者コミュニティ
経済団体

アントレプレナーシップ教育
（ゼミ、ラボ、⼤学院）起業家育成

⽀援サロン

ベンチャーキャピタル
アドバイザリー

イノベーション
オフィス

ビジネスコンテスト
ピッチイベント

新潟ベンチャー協会

新潟ニュービジネス
協議会

新潟⼤学
伊藤⿓史研究室

事業創造⼤学院⼤学
スナップ新潟

新潟ベンチャー
キャピタル

RJʼsリサーチ・アン
ド・アドバイザリー

NINNO

NIIGATA
ベンチャーアワード

J-Startup NIIGATA

にいがた
産業創造機構

新潟市産業振興財団

F社

R社

D社C社

U社

地⽅⾃治体
各種外郭団体
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地域⼈材のゆるいつながり（株式会社DERTAの事例）
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Creator
InnovatorEngineer

「デザイン」「デジタル」「共創コミュニティ」の⼒で
ローカルをアップデートする

Public SectorDesigner

株式会社DERTA
https://derta.co.jp/

定期的に開催されるミートアップ、セミナー・ワークショップ、オンラインコミュニケーションを通じて
地域の様々な才能をつなぎ、「うねり」を⽣み出すことを⽬指している
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『弱い紐帯の強さ』

価値ある情報の伝達やイノベーションの伝播においては、
家族や親友、同じ職場の仲間のような強いネットワーク
（強い紐帯）よりも、ちょっとした知り合いや知⼈の知⼈
のような弱いネットワーク（弱い紐帯）が重要である

“The Strength of Weak Ties” (Mark S. Granovetter, 1973)
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地域活性化のためにできること

• 地域の中で幅広い⼈の繋がりを持つこと
• 地域IX？地域データセンター？地域NOG？
• その技術・設備・知⾒を、地域のためにどう活かせるのか
• 多様な⼈々と接することで、新たなアイデアや価値・熱量が⽣まれるはず

• 住むことができる地域、住みたい地域にすること
• ⼼地の良いコミュニティ、循環するエコシステムを作りたい
• コミュニティやエコシステムがあれば、地域が澱むことはないはず
• 「ワーク・ライフ・バランス」から「ワーク・イン・ライフ」へ
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地域の⼈々の⼒を合わせて、新たな地域社会の仕組みをデザインできれば・・・
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taking a step forward...


